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１．目的 

 リモートセンシングとは，対象物から反射又は放射される電磁波等を捉え，対象物自体又はその状態を検知，

識別，分析及び判定する技術であり，ラインセンシング，相対的比較及び経時的変化による対象物の状態の傾

向把握に適している．今回，これらの技術を応用し，座標を有する植栽台帳作成を試行した． 

２．調査概要 

調査概要及び撮影箇所を表１，図１に示す．カメラの搭載媒体として小型無人飛行媒体（以下「UAV」とい

う：UAV（Unmanned Aerial Vehicle））を使用し，オートパイロットモード（自立飛行）で，予め指定した撮

影ポイントへの移動と低空からの撮影を自動で行う．GPS 連動でシャッターを切れるデジタルカメラを搭載し

撮影画像に地理情報を与え、高度 50ｍで 60～80％のオーバーラップ撮影データから空中写真測量を行い，標

高データの抽出，オルソデータ作成，樹木抽出及び植栽台帳作成等の試行を行った． 

                             

   

 

 

 

 

 

 

 

３．調査結果 

3.1 合成画像 

 三木 SA の調査結果を以降に示す．樹木

位置等確定のために，複数枚撮影した空

中写真を結合し，対象地区の全体像の把

握を行った（図２）． 

3.2 空中三角測量、標高データ抽出 

基準点については，現存の図面との整 

合などを考慮し，既存の管理基図等の

XYZ 座標より取得し，位置精度は地図情

報レベル 2500（水平 1.75m 標高 0.66m）

以内を基準とした． 

また，空中三角測量成果を用い，自動画像マッチング技術による標高点の抽出（表層面：DSM）を行う．

データ抽出は空中三角測量で得られた成果を用いディジタルステレオ図化機により自動的に標高を取得し， 

数値地形ファイルを作成した． 

 キーワード：リモートセンシング，UAV，マルチコプター，空中三角測量，台帳，GPS 

 連絡先：〒733-0037 広島市西区西観音町 2-1 西日本高速道路エンジニアリング中国㈱ 調査設計部 TEL082-532-1411 

図１ UAV 撮影箇所（三木 SA：赤枠内） 

表１ 調査概要 

図２ UAV 撮影写真合成結果（山陽自動車道 三木 SA（下）） 
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年度

平成２４年度 10月９日計測

管理者

履歴

Ｘ Ｙ Ｚ（樹根） Ｚ（樹頂）
001 -131121.1141 59397.51516 117.39 124.36 6.97
002 -131128.6577 59393.09001 117.75 123.56 5.81
003 -131132.833 59393.80077 118.85 124.82 5.97
004 -131145.2762 59389.89231 118.7 126.31 7.61
005 -131150.5031 59388.34472 119.27 124.71 5.44
006 -131153.1473 59386.89585 120.01 126.23 6.22
007 -131158.5304 59383.87803 119.8 128.58 8.78
008 -131161.1346 59384.61117 119.63 128.06 8.43
009 -131166.0326 59382.2402 119.99 125.12 5.13
010 -131173.6826 59377.29931 120.08 124.58 4.5
011 -131175.7683 59375.63197 120.24 125.74 5.5
012 -131180.4254 59371.14811 120.36 125.33 4.97
013

樹木管理台帳

平面図　

位置座標
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3.3 オルソデータ抽出 

自動画像マッチング技術による地表面標高データの抽出に

より，DTM (;Digital Terrain Model 数値地形モデル)を作成し，

地表面標高データおよび空中写真測量成果，撮影画像を用いオ

ルソ幾何補正を行った． 

3.4 樹木頂点抽出 

 合成画像より，図３に示すように樹木頂点及び地表面の抽出

を行い，XYZ 座標の計測を行った．すなわち，樹木頂点と地表

部との高低差から樹高の測定を行った． 

3.5 台帳等作成 

 樹木毎の XYZ 座標を樹木毎に既存管理図に示し，樹木管理台帳・図面を作成したイメージを図５に示す．

「台帳管理システム」に表示された「樹木№」をクリック（図４）する事によりハイパーリンクで「樹木管理

台帳」がシステム上に表示される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 本手法の特徴（○）と課題（●）を次に示す． 

○分解能が高く実用的（2cm：50m高度） 

○GPS データ及び既存の絶対位置情報から正確な樹  

木位置情報が把握可能           

○樹高の測定は容易 

 ○のり面上部等の点検困難箇所についても容易に  

計測可能 

○樹種判読が可能 

●日稼働能力向上（＜数 km/日台） 

●幹回りの計測が基本的に困難 

●安全確保 

●樹高測定手法の精度向上（0.02～3.00ｍ） 

UAV により，植物の形状寸法（幹回りを除く）や位置情報を簡易に収集できることが判明した． 

UAV によるリモートセンシング計測技術と点検等による実際の地上データとの融合により，データの蓄積，

再現性確保及び精度の向上等が図られ，点検等の効率化が可能となるものと言える．  

 今後は，国内メーカーにより積載可能重量・飛行時間・通信距離等の拡大可能な機体開発が進んでいるため，

安全性も含めて能力向上が図られる可能性が考えられる． 

①図面タイプ 

②写真タイプ 

図３ 樹木抽出及び樹木頂点抽出イメージ 

樹木№をクリック リンク

図５ 台帳のイメージ（三木 SA） 

図４ 樹木番号 
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